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第１章 総   則 

 

目的 

このケーブルテレビ設備改修工事（以下「本工事」という。）は三次市が平成１５年度

から整備し，平成１８年度に開局した三次市ケーブルテレビ事業の設備のうち，老朽化し

故障の危険性が高い設備を改修し，安定的にサービスを提供することを目的とする。 

 

概要 

本工事は既設の三次市防災センター及び各サブセンターにおいて，放送・通信用設備及

び空調設備等の改修，試験，調整を行うものである。本仕様書は機器及び材料（以下「機

器等」という。）の仕様について示すものであり，請負者はこれに基づき本工事を行うも

のとする。 

 

発注者 

三次市長  

 

工期 

  本工事の工期は，契約日より令和８年２月２８日までとする。 

  

工事対象 

本工事の対象は，次の項目についての改修及び試験，調整，安定稼働の確認までとす 

る。試験後において，問題が生じた場合，直ちに本市監督員(以下「監督員」という。)及

び株式会社三次ケーブルビジョン(以下「施設管理者」という。)及び本市指定の施工監理

者（以下これら３者をまとめ「監督員等」という。）に報告し，安定稼働に向けて対応す

るものとする。 

また，本工事は運用中の施設に対する改修工事となるので，施設管理者及び住民自治組

織等と十分な協議を行い，極力支障のない方法で実施すること。 

     

（1）サブセンター 

ア 放送用光 AMP 更新 

イ 放送用光 AMP の CTL ユニット交換 

  

納入条件 

（1）基本的条件 

ア 本工事の施工にあたり請負者は，監督員等の指示を受け，本仕様書ならびに契約

書に明示された機能・性能及びその他の諸条件を十分に満足させること。 

イ 契約後は，速やかに機器等の承認願（仕様書を添付）を提出し，監督員等の承認を

受けて材料の発注を行うこと。なお，材料の数量については別紙数量表を参照す

ること。 

ウ 納入する機器等は，原則として本工事のために開発されたものでないこと。 

エ 請負者は，機器等の納入工程及び設置・調整等について事前に監督員等と十分に

調整を図ること。  

オ 請負者は，本仕様書に明記されていない事項で必要と認められる作業については，

監督員等と協議の上，請負者の責任において実施すること。  

カ 納入については，ケーブルテレビ事業に支障のないよう配慮し計画的に行うこと。 

キ 請負者は施工にあたり，関係する他の業者と協力して本工事を完成させること。  
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ク 請負者は，請負者の責任において本仕様書に明記されていなくても設備を完成さ

せるために必要なケーブル等の資材を調達すること。  

ケ 工事期間中の管理及び保守のサポート体制図を提出すること。  

コ 安定稼動までの間，迅速な支援を行うこと。  

サ 引渡しまでに生じた変更等には誠意をもって対応すること。  

シ 停波，停電を伴う作業は，事前に監督員等と十分な協議を行い実施すること。 

ス 各機器設備における設定方法・内容・仕様等は施設管理者と事前に協議し承認を

受けて実施すること。また，その記録を書面にて提出すること。 

セ 各機器における機器設定情報は全て開示し書面ならびに電子データで施設管理者

に提出すること。なお，提出データ等の提出方式は施設管理者と協議の上決定し，

その記録を提出すること。 

ソ 各機器は，サービス仕様変更等による機器設定・変更が施設管理者により容易に

行うことができること。なお，施設管理者により機器設定・変更が出来ない場合

には，変更方法等を施設管理者と事前に協議を行い，請負者（メーカー）と施設管

理者の作業区分を明確にし書面にて施設管理者の承認を得ること。 

タ 施設管理者への提出データは，運用中の変更に対応できるよう原則として修正で

きる元データ（xlsx，docx，dxf）とすること。 

チ 工期が重複する工事受注者と十分に協議を行い，お互いに支障がないよう工事を

計画すること。 

対象工事：ケーブルテレビ設備改修工事（第７期） 

受注者：NEC ネッツエスアイ株式会社中国支店 

 

（2）工事に関する条件 

ア 本工事は，契約金額の範囲内で完成させるものとする。契約後において機器，材

料及び労務費に増減が生じ，契約金額の変更が想定されることとなった場合は，

速やかに本市監督員と協議すること。  

イ 請負者は，請負後速やかに以下の体制を確立し実施すること。  

(ア) 建設業法で定める監理技術者の配置  

(イ) 専任の主任技術者の配置  

ウ 請負者は，工事着手，施工，完成にあたり，関係官公署その他関係機関への必要な

届出等の手続きを遅滞なく行うこと。 

エ 請負者は，施工に入る前に請負施工内容を理解の上，必ず現場確認及び図面照合

を行い，設計変更等が必要と判断した場合は，早急に監督員等と協議の上対応す

ること。 

オ 納入する機器等について監督員等からの要求があった場合は，納入前に製造工場

等の立会い検査を実施すること。 

カ 請負者は，工期終了日の 14 日前までに全ての設置工事を完了することとし，検査

で生じた是正には誠意をもって対応すること。  

キ 下請業者の雇用にあたっては，二次下請等も含むすべての下請人の状況について

定められた様式(下請負人名簿)により届け出ること。 

ク 請負者は下請業者の雇用が必要な場合は，可能な限り市内に事業所を有する業者

に委託すること。 

ケ 一括下請負は禁止とする。また，不必要な二次下請等は行わないこと。  

コ 下請契約の締結は，建設工事標準下請契約約款または，この約款に準じた内容を

持つ契約書により行うこと。  

サ その他，本市の定める留意事項を遵守すること。 
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（3）機器等に関する事項 

ア 機器等は，原則として製品化されていること。入札時点で製品化されていない機

器等によって応札する場合には，技術的要件を満たすことの証明及び納入時期ま

でに製品化され納入できることを保証する資料又は，誓約事項が記載された資料

を提出すること。 

イ 監督員等の承諾を得た後，製造中止等により納入が困難となった場合は，入札価

格の範囲内で最新の機器等に変更すること。また，変更については監督員等と協

議し事前に承認を得ること。  

ウ 納入時期までにバージョンアップが予想される機器については，その予定時期が

記載された資料を提出すること。  

エ 請負者は，機器等の納入前に出荷前検査が十分に行われていることを確認するこ

ととし，検収前に使用する機器等に問題が生じた場合は請負者の責任において問

題を解決すること。 

オ 請負者は，本工事における調整及びスケジュール管理を確実に行うとともに，動

作確認を行うこと。  

カ 納入する機器は，全て動作確認検査を実施すること。実施した検査内容について

は，試験仕様書及び試験成績書を提出すること。試験仕様書には検査場所，対象

機種，接続機器，検査方法及び手順等を明記すること。  

キ 機器等の納入については，各施設の日常業務に支障のないよう配慮し，計画的に

行うこと。 

ク 本工事で納入する全ての機器に事業名及び納入年月を記載したシールを貼付する

こと。 

ケ 検査の結果，機器の配置・取付け配線方法又は，部品定数等に是正を必要とした

場合は，請負者の責任において改善すること。 

コ 輸送中に発生した損傷は，請負者の責任において速やかに代替品を納入又は，修

理を行うこと。 

サ 納入の際に生じる梱包材等の廃棄物は，請負者が持帰り，適正に処分すること。 

 

（4）契約不適合責任期間 

ア 契約不適合責任期間は，引渡し後 1 年間とする。  

イ 契約不適合責任期間中は，機器の不具合・施工不良対応の体制を明確にし，問題

発生時には原則２時間以内に現地において対応すること。なお，実施体制につい

ては引渡しまでに整備することとし，実施体制が確保できた時点で監督員等に説

明・報告をすること。 

ウ 前述以外の内容については，本市と協議した上で決定するものとする。 

 

（5）関連法令等 

ア 請負者は本工事の実施にあたり，契約書・仕様書・諸法令・条例・規則・関係通知

等に準拠して本工事を遂行すること。  

イ 本仕様書に記載のない事項は，次の法令・規格に記載する適用規格及び標準仕様

等の定めによるものとする。 

(ア) 工事請負契約書 

(イ) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編) （最新版）」 

(ウ) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

「電気設備工事監理指針 （最新版）」 

(エ) 国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室監修 

「電気通信設備施工管理の手引き （最新版）」 
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(オ) 日本産業規格(JIS) 

(カ) 電気規格調査会標準規格(JEC) 

(キ) 日本電機工業会規格(JEM) 

(ク) 電気設備技術基準 

(ケ) 関係法規ならびに諸工事規準(アスファルト舗装要領，道路構造令) 

(コ) 三次市の条例・規則及び地方自治法 

(サ) その他公知の国内関係法令・基準・規格等 

 

（6）著作権に関する事項 

本工事の実施にあたり著作権が発生する場合，著作権は引渡し後に本市に帰属する。 

 

（7）資料の貸与 

本工事の遂行上調査すべき事項は，請負者が行うものとする。但し，本市が所有し

工事に必要となる資料は貸与を申し出ること。その際，請負者は，借用一覧を本市に

提出し，工事完了後に速やかに返却するものとする。なお，資料の複写や目的外での

使用は行ってはならない。 

 

（8）秘密保持の義務 

請負者は，本工事の遂行によって知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。 特

に個人情報については，個人情報保護法に基づき厳重かつ適正に取り扱うこと。本契

約終了後も同様とする。 

 

（9）打ち合わせ及び議事録 

請負者は，工事の着手に先立ち監督員等と十分に打ち合わせを行うこと。工事中に

おいても緊密に連絡を取り積極的に目的達成に努めること。 

質疑・確認・変更事項等についてはその都度，質疑書又は協議書を提出し，監督員

等の承認を得ること。 監督員等が指示書を発出した場合，その内容を確認し妥当と認

められる場合はその旨を回答し，指示に従うこと。 

 

（10）成果品の納品及び検査  

請負者は，工事完了後に成果品を納品して本市の検査を受けなければならない。そ

の結果，是正を指示されたものについては速やかに是正を行い納品すること。 

 

（11）引渡し  

本工事は，請負者が定められた項目の工事の全てを完了し，さらに定められた届出

書を提出したことをもって工事の完了とする。 引渡しは，本市の検査により工事の

完了が認められた後に文書の提出とともに行うこととする。 引渡しが完了するまで

各機器の管理は請負者が責任をもって行うこと。   

また，工事竣工後において円滑に業務の開始ができるように施設管理者に操作説

明を行うとともに，個々にそのマニュアルを作成し管理運営についての指導，協力を

行うこと。 

ア 機器引渡しの際には，施設管理者に設備納品リスト（機器シリアル番号含む）・ラ

イセンス書類・ID・パスワード・機器設定情報等（マニュアル等も含む）の書類な

らびにデータ（電子データ含む）の提出を速やかに行うこと。 

イ 運用等を実施する施設管理者が設備更新後，速やかに運用を開始する場合には，
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事前に設定情報，運用指導等を提示し，各資料等も同時に提出を行いサービス運

用に支障が発生しないよう対応を行うこと。 

 

（12）その他  

本仕様書の記載事項に疑義が生じた場合又は本仕様書に記載のない事項について

は，監督員等と協議の上決定することとする。 

 

提出書類 

請負者は，本市が定める工事関係書類を提出すること。なお，承認された事項を変更し

ようとする場合はその都度本市の承認を受けること。記載方法や提出部数は本市から指示

する。また，完成図書については電子データも併せて提出すること。 

また，施設管理者に必要な電子データならびに書類の提出を行う事。なお電子データは

施設管理者の指定のファイル形式で提出すること。 

各機関に提出する申請書類は本工事実施前に必要であるため各書類・資料等を提出し 

申請業務への協力を行うこと。 

 

（1）契約時 

ア 体制表 

イ 現場代理人届け及び同経歴書 

ウ 監理技術者届け及び同経歴書 

エ CATV 総合監理技術者届け及び同経歴書 

オ 電気主任技術者届け及び同経歴書 

カ 実施工程表 

キ 施工計画書 

ク 使用機材承認願(仕様書添付) 

ケ 工事着手届 

コ 見積内訳書 

サ その他監督員等から指示があったもの 

 

（2）施工時  

ア 月間工程表(適宜) 

イ 工事日報 

ウ 特別機材使用願(仕様書添付) 

エ 工事打合せ簿(各種届出事項に変更が生じた場合) 

オ 材料変更届(仕様書添付) 

カ 下請承認願 

キ 施工体制台帳 

ク 各立会届（材料納入状況確認，材料検収，段階確認） 

ケ その他監督員等から指示があったもの 

 

（3）完了時  

ア 工事完了届 

イ 完成図書 

(ア) 竣工図(施設別 施工完成図面)  

(イ) 配線構成図  

(ウ) 導入設備機器一覧  

(エ) 機器承認図  

(オ) 機器取扱説明書  

ウ 請求書 
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エ 実施工程表 

オ 工事写真一式(着工前，施工状況，納入機材及び使用材料，隠蔽箇所，完成後)  

カ 試験仕様書 

キ 試験成績書 

ク 現地試験仕様書 

ケ 現地試験成績書 ※ 

コ 機器検査成績書(工場試験成績書で可) 

サ 機器設定内容書 ※ 

シ 機器保証書 

ス 個別システムマニュアル ※ 

セ その他 監督員等から指示があったもの 

 

※書面ならびに電子データを施設管理者へ提出すること 

  



 

7 

 

第２章 共通仕様 

 

施工要領 

（1）共通事項 

ア 各接続ケーブルならびに必要な固定具等は，本工事で調達すること。  

(ア) 設備の設置は監督員等の承諾を得たうえで設置場所を確定すること。 

(イ) 設備の設置には指定の固定具を使用すること。 

(ウ) 機器設備の設置には，耐荷重ならびに耐震を考慮し設置するものとし，機器設

備の排熱等も考慮すること。 

(エ) 改修ならびに新規設置する設備に接続する配線は，交換ならびに新規配線をす

ること。 

(オ) 配線するケーブル等の結束方法等は，監督員等の指示に従うこと。（指定以外

の結束バンド不可） 

(カ) 配線等を固定する場合，監督員等の指示に従い指定の専用固定具等を用いて固

定すること。 

(キ) 本工事で発生する配線設備等には，配線タグならびにマークバンド等を用いて

接続先等の表示等を行うこと。 

(ク) 配線する LAN ケーブルならびに光ケーブル等は，全て新規に配線すること。各

ケーブルの配線色ならびに配線規格は，監督員等の指示に従うこと。ただし，

既存配線を使用することが望ましい場合には，監督員等に申し出て対応にあた

るものとする。 

(ケ) 設備工事後に発生する不要な機器・配線等は撤去すること。 

イ 試験は次のとおり行うこと。  

(ア) 機器設置後，各機器の試験要領に基づき正常動作を確認する。  

(イ) 施工後，信号レベルが大きく変化する工事を含むので，必要に応じ各機器の入

力が，正常レベル範囲，正常品質であることを確認，報告する。 

(ウ) その他，本仕様書に記載がないものについてもシステムを正常稼働させるため

に必要な試験は請負金額の中で対応する。 

 

（2）施工条件  

ア 施工  

施工はすべて設計図書に示された機器がその機能を正常に発揮するよう確実に行

うこと。また，設計図書，本市の指定する監督員等の指示に従って施工すること。 

イ 施工確認及び報告  

施工を完了したときは，その施工が設計図書に定められた条件に適合することを

確認すること。また，確認した事項を適宜，監督員等に文書により報告すること。

なお，確認及び報告は原則として監督員等が承諾した者が行うこと。 

ウ 施工の検査（段階確認）  

上記により報告された場合は，監督員等の検査を受けること。但し，監督員等が

特に指示したものはこの限りでない。 

エ 施工の立会い  

監督員等の立会いを受けること。但し，監督員等が特に指示したものはこの限り

でない。 

オ 施工検査に伴う試験  

設計図書に定められた条件に適合することが証明できない場合には試験を行うこ
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と。試験が完了したときはその試験結果を速やかに監督員等に提出すること。 

   

（3）特記及び追加仕様  

ア 請負者は，工事の一部を下請業者に行なわせようとするときは，あらかじめ監督

員の承認を得るものとし，監督員は工事施工において著しく不適当と認められる

下請業者については，請負者に対しその変更を求めることができる。  

イ 道路法第 47 条第 1 項及び道路交通法等で制限された車両を使用する場合は，許可

証のコピーを監督員に提出すること。  

 

（4）安全管理  

ア 請負者は，工事の施工に際し建物その他に損害を与えないよう必要に応じて適切

な保護を行うものとし，損害を与えた場合は監督員等に速やかに報告し，その指

示に従い速やかに復旧すること。  

イ 請負者は，工事中，常に清掃に勤め，危険・紛失・障害等を防止するため，必要に

応じて表示板・囲棚，その他適切な保護設備ならびに夜間照明等の設備を施し人

身災害の絶無を期すこと。 

ウ 請負者は，第三者に対する賠償に備えるため諸保険制度に加入すること。万一，事

故が発生した場合には，その大小を問わず速やかに監督員等に報告すること。  

エ 請負者は，使用する機器・車両等の点検整備を十分に行い，適切な安全措置を施す

こと。また，施工に必要な安全設備は十分に点検し適正に使用すること。  

オ 請負者は，施工に先立ち事故発生時の緊急連絡方法を定め，緊急時における連絡

及び措置を迅速かつ適切に実施できるよう作業員に周知徹底させること。  

カ 請負者は，安全責任者を選任し監督員に必要書類を提出した後，安全管理に当た

らせること。  

キ 現場の管理は，労働基準法・労働安全衛生規則，その他関係法規に従い作業員を監

督し風紀衛生の適正保持に留意すること。 

ク 作業員は，十分な知識・技能を有する熟知者とし，特に資格を必要とする作業につ

いては必ず有資格者が行うこと。  

ケ 火気使用の場合は十分に注意を払い消火器等の適切な設備を設けるとともに，作

業終了後十分に点検すること。  

コ 作業中に身体及び使用工具・材料等が，高圧受電部に対して頭上距離 30cm 以内，

体側・足下距離 60cm 以内に接近することにより感電の恐れがある場合は保護具を

使用し作業を行うこと。 

サ 工事施工にあたっては，環境保全・自然保護等に関する諸法規を遵守し，騒音・振

動の防止，汚濁水・油等の工事区域外流出の防止，排気・排ガス等による汚染防止

に努めること。 

シ 工事期間中は，必要に応じ交通の安全確保のため交通誘導員を適正に配置するこ

と。 

ス KY 活動，ミーティング，安全衛生に関する取組みを行い，実施結果を記録として

提出すること。 

 

（5）その他手続き 

本工事施工にあたり生じる諸手続きについては，請負者が監督員等の指示により行

い，これにかかる費用は請負者が負担すること。なお，その他事業実施に必要な事項

については，監督員等と打ち合わせの上，誠意をもって対応すること。 
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（6）その他  

請負者は，工事完了後に運用開始までの機器の性能保持及び安全対策に必要な処置

を講じること。 
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第３章 工事仕様 

 

１ サブセンター 

 

（1）放送用光 AMP 更新 

ア 工事概要 

指定するサブセンターで運用中の信号線に接続されているシングルポート光アンプ

について，交換を行うものとする。光アンプの交換はサービス停止を伴うため，作業

実施については夜間に行うこと。 

 

イ 工事場所 

市役所サブセンター（光アンプ、CTL ユニット交換） 

三和サブセンター（光アンプ、CTL ユニット交換） 

八次サブセンター（光アンプ、CTL ユニット交換） 

酒屋サブセンター（光アンプ、CTL ユニット交換） 

川西サブセンター（光アンプ、CTL ユニット交換） 

布野サブセンター（光アンプ交換） 

和田サブセンター（CTL ユニット交換） 

 

ウ 機器仕様 

（ア）8 ポート光アンプ【指定型式：BX9000-8AMP2/20】 

項目 定格・性能 

光波長（利得帯域幅）（㎚） 1550～1560 

動作モード 
1～2 チャンネル 
2 チャンネル時： 
1554.13 ㎚（CH29），1557.36 ㎚（CH25） 

光ファイバー シングルモード光ファイバー 

光入力レベル（dBm） 0～+10（システム条件による） 

光出力レベル（dBm） ・+15～+20（±1dB） 
・SNMP，Telnet による遠隔制御が可 
・工場出荷時，標準出力+20dBm 設定（入力+5dBm，1

550 ㎚ 時） 

ポート間レベル差（dB） ±1.0 

光出力ポート数 8 

光出力モニタレベル（dBm） 0±1.0dB（光出力+20dBm 設定時） 

光反射減衰量（dB） 45≦ 

雑音指数 6.0≧（入力 0dBm，1550 ㎚ 時） 
7.5≧（入力+6dBm，1550 ㎚ 時） 

監視項目 ・光入力（モニタ，アラーム，シャットダウン） 
・光出力（モニタ，アラーム，シャットダウン） 
・PumpLD 電流（モニタ，アラーム） 
・ケース温度（モニタ，アラーム，シャットダウン） 
・光出力シャットダウン状態 

・トグルスイッチ状態 

制御項目 ・光出力（レベル制御，制御モニタ） 
・アラームしきい値 
・シャットダウンしきい値 

・光出力シャットダウン 

光コネクタ ・SC-アングルド PC 
・光コネクタの外観色は緑 
・8°斜め研磨コネクタ 
・出力にシャッター付 

外形寸法（mm） 170.8(H)×31.2(W)×424(D) （突起物を除く） 
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重量 約 1.5 ㎏ 

使用環境温度 0～40℃ 

動作電圧 DC+24V 

消費電力 約 24Ｗ 

 

（イ）サブラック用ブランクパネル【指定型式：BX9000-BP】 

項目 内容 

外形寸法（mm） 170.8(H)×31.2(W)×409.8(D) （突起物を除く） 

 

（ウ）光スイッチ 8 スプリッタ【指定型式：BX9000—OSW-8S1】 

項目 仕様 

使用温度範囲 0～+40℃ 

使用湿度範囲 10～85%RH 

光波長帯域 1510～1610nm 

光入力レベル -20～+24dBm 

光入出力ポート数 入力２，出力８ 

挿入損失 14.0dB 以下 

切替時間 10msec 以下 

切替機能 光レベルによる自動切り替え/手動切り替え 

適合光コネクタ SC/APC 

消費電力 約 5W 

外形寸法 31.2(W)×170.8(H)×424.0(D)mm 

 

（エ）光コード【参考型式：1-SC.AP-SC.AP-SM(PAPB)(3M)】 

項目 内容 

通過損失 

（ｺｰﾄﾞﾛｽ+ｺﾈｸﾀ結合ﾛｽ） 

αL+1.0 ㏈以下 

コネクタの反射減衰量 APC 研磨：60 ㏈以上 

光ファイバー種別 SM 型 

モードフィールド径 

（λ＝1310 ㎚） 

8.6±0.4 ㎛ 

クラッド径 125±0.5 ㎛ 

モードフィールド偏心量 0.4 ㎛以下 

クラッド非円率 0.5％以下 

ケーブルカットオフ波長 

（λcc） 

1260 ㎚以下 

スクリーニングレベル 1.03GPa（1.5％相当）以上 

光ファイバー心数 1 心 

使用温度範囲 -10℃～+40℃ 

推奨使用環境 屋内等 

伝送損失 

（λ＝1310 ㎚） 

L≧1.0 0.4L ㏈以下 

0.2≦L＜1.0 0.25L+0.15 ㏈以下 

0.2＞L 0.2 ㏈以下 

伝送損失 

（λ＝1383 ㎚） 

L≧1.0 0.35L ㏈以下 

0.2≦L＜1.0 0.1875L+0.1625 ㏈以下 

0.2＞L 0.2 ㏈以下 

伝送損失 

（λ＝1550 ㎚） 

L≧1.0 0.3L ㏈以下 

0.2≦L＜1.0 0.125L+0.175 ㏈以下 

0.2＞L 0.2 ㏈以下 
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（オ）光カプラシャーシ【指定型式：FSC110 シリーズ】 

項目 仕様 

設置場所 EIA 規格 19 ｲﾝﾁﾗｯｸ（屋内設置専用） 

カプラモジュール最大搭

載数 

2 分岐×1 回路／ 

2 分岐×3 回路 

18 個／筐体 4 分岐×1 回路／ 

4 分岐×2 回路 

8 分岐 

16 分岐 9 個／筐体 

32 分岐 4 個／筐体 

外形寸法 482(W)×132(H)×275(D)mm 3U 

 

（カ）光カプラ（2 分岐）【指定型式：FSC110-1×2】 

項目 仕様 

設置場所 専用筐体に収容 

カプラモジュール 
入力１ﾎﾟｰﾄ，出力 2 ﾎﾟｰﾄの 

2 分岐回路を 1 回路搭載 

光コネクタ SC 型（APC 研磨） 

適用波長 
1310±20nm，1490±20nm， 

1550±20nm 

挿入損失 4.3dB 以下 

挿入損失均一性 0.9dB 以下 

反射減衰量 50dB 以上 

外形寸法 22(W)×130(H)×117(D)mm 

使用環境 温度範囲 -10～+40℃， 

湿度範囲 90%RH 以下 

 

（キ）光カプラ（16 分岐）【指定型式：FSC110-1×16】 

項目 仕様 

設置場所 専用筐体に収容 

カプラモジュール 
入力 1 ﾎﾟｰﾄ，出力 16 ﾎﾟｰﾄの 

16 分岐回路を 1 回路搭載 

光コネクタ SC 型（APC 研磨） 

適用波長 
1310±20nm，1490±20nm， 

1550±20nm 

挿入損失 14.9dB 以下 

挿入損失均一性 1.5dB 以下 

反射減衰量 50dB 以上 

外形寸法 47(W)×130(H)×117(D)mm 

使用環境 
温度範囲 -10～+40℃， 

湿度範囲 90%RH 以下 

 

（ク）光アンプコントロールユニット【指定型式：BX9000-CTRL1】 

項目 定格・性能 

監視・制御機

能 

LAN ポート数 １ポート 

コネクタ RJ-45 

通信速度 10/100Mbps、半二重／全二重 

プロトコル SNMP、TELNET、WEBベース 

シリアル ポート数 １ポート 
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コネクタ D-Sub 9pin 

プロトコル TELNET 

表示ランプ PWR，CPU，NUIT，MAINT 

スイッチ MAINT 

質量 約 1.5㎏ 

動作電圧 DC +5V 

消費電力 約 5W 
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第 4 章 参考資料 

（1）拠点一覧 

番
号 

施 設 名 所在建物名 所 在 地 

1 三次市防災センター 三次市防災センター 三次市十日市東五丁目 19 番 1 号 

2 市役所サブセンター 三次市役所 三次市十日市中二丁目 8 番 1 号 

3 生涯学習サブセンター 三次市生涯学習センター 三次市十日市東三丁目 14 番 25 号 

4 河内サブセンター 河内コミュニティセンター 三次市小文町 182 番地 1 

5 文化サブセンター 文化サブセンター 三次市三次町 1071 番地 8 

6 粟屋サブセンター 粟屋コミュニティセンター 三次市粟屋町 2320 番地 1 

7 川地サブセンター 川地コミュニティセンター 三次市下志和地町 663 番地 8 

8 酒屋サブセンター 酒屋コミュニティセンター 三次市西酒屋町 281 番地 3 

9 八次サブセンター 八次コミュニティセンター 三次市畠敷町 1722 番地 1 

10 神杉サブセンター 神杉コミュニティセンター 三次市高杉町 1684 番地 1 

11 和田サブセンター 和田コミュニティセンター 三次市向江田町 3358 番地 1 

12 川西サブセンター 川西コミュニティセンター 三次市三若町 2651 番地 1 

13 布野サブセンター 三次市布野支所 三次市布野町上布野 1196 番地 1 

14 君田サブセンター 三次市君田支所 三次市君田町東入君 644 番地 1 

15 こぶしサブセンター こぶしの森体験の館 三次市君田町櫃田 10300 番地 4 

16 作木サブセンター 三次市作木支所 三次市作木町下作木 674 番地 

17 上地区サブセンター 上地区自治交流センター 三次市作木町香淀 256 番地 1 

18 下地区サブセンター 下地区自治交流センター 三次市作木町大津 140 番地 1 

19 三和サブセンター 三次市三和支所 三次市三和町上板木 10038 番地 4 

20 吉舎サブセンター 三次市吉舎支所 三次市吉舎町吉舎 368 番地 

21 三良坂サブセンター 三次市三良坂支所 三次市三良坂町三良坂 5042 番地 1 

22 甲奴サブセンター 三次市甲奴支所 三次市甲奴町西野 40 番地 1 
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（2）保守事業者一覧 

会社名 住所・連絡先 保守内容 

ＮＥＣネッツエスアイ 

株式会社 

広島市中区大手町 4-6-16 

山陽ビル 10 階 

TEL（082）504－8010 

◆放送用光 AMP 

 


